
地域と一体となった
低炭素な水素サプライチェーン
構築を目指して

ハマウィング（横浜市風力発電所）

■ハマウィング概要

■発電状況の表示
●市民の憩いの場である臨港パークには、啓発表示盤が設置さ
れており、いつでもハマウィングの発電状況を確かめることが
できます。

●風力発電は、CO₂を排出しないクリーンな再生可能エネルギー
であり、その活用が期待されています。

●ハマウィングは、市民、事業者、
行政の３者の協働により設置・
運営しています。

●横浜市の再生可能エネルギーの
シンボル的存在として、多くの市民
の目に触れる横浜港（瑞穂ふ頭）
で、風を受けて発電しています。

地域の再生可能エネルギーである風力発電電力を有効
に活用して地球温暖化対策に役立てます。

概 要

メーカー

定格出力

タワー高さ

ブレード直径

稼働開始

年間発電量

ヴェスタス社（デンマーク）

1,980kW

78m

80m

平成19年3月

約210万kWh
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■水素製造の仕組み

■水電解装置

水電解装置（水素製造装置）
ハマウィングの電力で水（H₂O）を電気分解することで
水素（H₂）を製造しています。装置の動力もこの電力を
活用することで、CO₂排出ゼロを実現します。

エアタンク

エアコンプレッサー

チラー

水電解ユニット
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方式

水素ガス発生量

部分負荷運転

水素ガス純度

供給圧力

寸法

固体高分子形

10Nm³／h（定格時）

0～100%

99.97%以上

最大0.82MPa

D6.0×W2.4×H2.9(m)

簡易型水素充填車

水素貯蔵タンク

水素上屋棟
（水素圧縮/充填装置）

ハマウィング（横浜市風力発電所）※既設

水素製造安定化システム（蓄電池システム）2

■蓄電池システム
●プリウスのリユース電池180個（これは車両180台分です）を使用しています。

●ハイブリッド自動車の使用済み電池を再利用することで環境への配慮をしています。

水素製造安定化
システム
（蓄電池システム）

横浜市風力発電所
「ハマウィング」

発電停止

水電解装置
（水素製造装置）

水素圧縮機

簡易型水素充填車

蓄電池システムを活用することにより変動電力を安定化し、風が
弱くハマウィングが発電をしていない場合でも安定的に水素製造
を行います。

配送

水素

蓄電池検査工程

電池種類

電池個数

能力

ニッケル水素

180個

150kWh

仕 様

【環境省】
Ministry of the Environment



■プロジェクトシステムフロー

■水素の配送と利用

本プロジェクトは、神奈川県、横浜市、川崎市、岩谷産業
株式会社、東芝エネルギーシステムズ株式会社、トヨタ
自動車株式会社、株式会社豊田自動織機、株式会社トヨタ
エナジーソリューションズ、日本環境技研株式会社が、
環境省から「地域連携･低炭素水素技術実証事業」の
委託を受け、京浜臨海部における、再生可能エネルギー
を活用した低炭素な水素サプライチェーンモデルを構築
する実証を行うものです。
この実証では、再生可能エネルギーを活用した「低炭素な
水素の製造」に加え、その「貯蔵」「輸送」「利用」も含めた
水素サプライチェーン構築ならびに事業可能性検討等を
行います。
地域と一体となった本実証を通して、将来の地域展開と
地球温暖化対策への貢献を目指します。

ハマウィング電力を利用し製造した水素は、2台の簡易型水素充填車によって、使用条件の異なる施設へ配送し、計12台
の燃料電池フォークリフトで利用します。

6 燃料電池フォークリフト

作業効率向上2
❶水素充填時間 約3分
❷鉛バッテリーと同等の
　約8時間の稼動

省スペース4
❶充電器置き場 不要

❷交換用バッテリー
　置き場 不要

環境性1
❶ 稼動時ゼロエミッション

❷温室効果ガス排出量低減
（ＣＯ₂排出なし）

（対鉛バッテリー）

外部給電機能3
水素1充填あたり

1kW×15時間の
電力供給が可能

2.5t積み
燃料電池フォークリフト

ハマウィング（横浜市風力発電所）※既設
既設受電盤※既設

新設受電盤/分電盤

水素製造安定化システム

水電解装置

窒素ボンベ庫

事務所棟

水素上屋棟
（水素圧縮/充填装置）

機械室棟

水素貯蔵タンク

簡易型水素充填車

燃料電池フォークリフトを倉庫・市場に導入し、利用時のCO₂
排出量ゼロを実現します。

■燃料電池システムの仕様

■プロジェクト概要

●環境省地域連携・低炭素水素技術実証事業
　「京浜臨海部での燃料電池フォークリフト導入と
クリーン水素活用モデル構築実証」

■システム概要
本プロジェクトでは、ハマウィング（横浜市風力発電所）敷地内に、風力発電を利用し水を電気分解して低炭素な水素
を製造し、貯蔵・圧縮するシステムを整備しました。ここで製造した水素は、簡易型水素充填車により輸送し、横浜市内
や川崎市内の青果市場や工場･倉庫に導入した燃料電池フォークリフトで使用します。

■実証のテーマ
●風力発電（ハマウィング）により水を電気分解して水素を製造するシステム
●最適な水素供給を行うための貯蔵と輸送の仕組み
●燃料電池フォークリフトの導入利用
●水素サプライチェーンの事業可能性調査

事業名

●平成27年度～令和2年度（６カ年事業）

実施予定年度 水 素

充填圧

搭載量

充填時間

35MPa

1.2kg

約3分

約8時間

0～40℃
稼動時間※

使用環境温度

燃料電池システム仕様

※稼動率55%を前提に算出

京浜臨海部での燃料電池
フォークリフト導入と
クリーン水素活用モデル
構築実証

受変電・分電盤、蓄電設備

受変電・分電盤 水素製造安定化システム
（蓄電池システム）

水（H₂O）

水電解装置
（水素製造装置）

水電解装置

水素貯蔵・圧縮装置

水素圧縮機

水素貯蔵タンク

「ハマウィング」の敷地内への新規設置
発 電

横浜市風力発電所

「ハマウィング」
（1,980kW）（既設）

受変電設備
（既設）

京浜臨海部

●青果市場 ●冷蔵倉庫
●物流倉庫

燃料電池フォークリフト
簡易型
水素充填車

水素（H₂）

水素（H₂）

一部利用

系統電力

再エネ電力 蓄電 水素製造 貯蔵・圧縮 輸送 利用

体制図 産官学の連携により円滑な事業の実施と
将来の事業化を検討しています

簡易型水素充填車5
燃料電池フォークリフト用の小型の水素充填車を日本で初導入
しました。45MPaに圧縮した水素をインフラのない需要家まで運び、
現地で水素充填を実施します。

ハマウィング敷地 ユーザー

配 送

日本
初導入

■簡易型水素充填車
●水素搭載量270Nm³、蓄圧器容量300L×45MPa×2基

●燃料電池フォークリフト6台に充填可能。

●蓄圧容器は軽量な複合容器を採用しています。

●環境に配慮したハイブリッド車を利用しています。

■運用管理
●車載コントローラで充填車の位置と圧力を常時計測し、監視しています。

●運用管理システムと連携して各フォークリフトの水素残量も把握し、最適配送で
ユーザー要望に応えます。 燃料電池ユニット
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荷役
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燃料電池システム概略図

燃料電池ユニット MIRAIの
燃料電池セルを使用

電動器具

AC100V
電力供給

搭載

■水素貯蔵タンク

水素貯蔵・圧縮システム
水素を安定供給するため2日分の水素を貯蔵し、充填車に対して
圧縮機で加圧して積み込みます。

●水素貯蔵量：800Nm³
   （有効貯蔵量:400Nm³）

●容量：100m³

●貯蔵圧力：0.4～0.8MPa

●燃料電池フォークリフト12台に2日分供給
できる水素を貯蔵できます。
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■水素圧縮機
●圧縮能力：50Nm³/h、4段圧縮

●入口圧力→ 最高充填圧力
   0.4MPa → 45MPa

●燃料電池フォークリフトを満充填するために
45MPaまで水素を昇圧します。

●２軸縦型でコンパクト設計になっています。

水素圧縮機

水素貯蔵タンク

低炭素な
水素

簡易型水素充填車簡易型水素充填車

0.
4M
Pa

45MPa

環境省
地球環境局 地球温暖化対策課

委員会

委員長
横浜国立大学 名誉教授　太田 健一郎

副委員長
筑波大学 名誉教授　内山 洋司

事務局
神奈川県 トヨタ自動車 日本環境技研

製造
東芝エネルギーシステムズ

トヨタエナジーソリューションズ

貯蔵・輸送
岩谷産業

利用
横浜市

川崎市

豊田自動織機

FS・将来展開検討
トヨタ自動車

日本環境技研

東
海
道
新
幹
線

横浜市

菊名

鶴見

川崎

浜川崎

安善
新横浜

横浜

首都
高速
湾岸
線

横
須
賀
線

南
武
線

横
浜
線

桜木町

磯子

川崎市

首
都
高
速
神
奈
川
5
号
大
黒
線

首都高速神奈川7号横

浜
北
線

首都
高速
神奈
川1号

横羽
線

横浜市中央卸売市場
本場（青果部）

キリンビール（株）
横浜工場

ニチレイロジグループ
東扇島物流センター

花王ロジスティクス（株）
川崎ロジスティクスセンター

（株）クレハ環境
ウェステックかながわ

日本冶金工業（株）
ナステック（株）

ハマウィング
（横浜市風力発電所）

蒲田

武蔵小杉

アサヒビール（株）
平和島配送センター

日清オイリオグループ（株）
横浜磯子事業場

■19年９月末、日本冶金工業（株）ナステック（株）終了 ■19年11月～ アサヒビール(株)平和島配送センター開始予定


